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世界の二酸化炭素排出量の推移図１

出典：国際エネルギー機関

0

100

200

300

400

大恐慌

第２次
世界大戦

第２次
石油危機

金融危機

2011 12 13 14 15年度

25
20
15
10

0
5

（円/㌗時）
電気料金と燃料費の推移

電気料金は家庭用・産業用の平均、消費税などを
含まない。燃料費と原発停止による増加分は内数
出典：旧一般電気事業者有価証券報告書から講師作成

図２
原
発
停
止
に
よ
る

増
加
燃
料
費

燃
料
費

平
均
電
気
料
金

2012 1513 14 18 1916 17 20年度

（円/㌗時）

再生エネ賦課金推移図3 出典：経済産業省
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企
画
・
制
作
／
河
北
新
報
社
事
業
局

やまもと・りゅうぞう 香川県
生まれ。京都大卒。住友商事に入
社し、石炭部副部長、地球環境部
長などを経て、2010年４月から常
葉大経営学部教授。ＮＰＯ法人国
際環境経済研究所所長も務める。
現在、 世紀政策研究所「気候変
動問題に関する研究会」委員、日
本商工会議所および東京商工会議
所「エネルギー環境委員会」学識
委員などにも就いている。
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山
本
氏
は
「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
復
活
を
探
る
東
北
の
経
済
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
を
は
じ
め
世
界
経
済
に
与
え
た
影
響
を
解
説
。
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
人
口
減
少
に
悩
む
東

北
経
済
の
復
活
に
向
け
て
は
、
製
造
業
の
再
生
と
電
気
料
金
の
負
担
軽
減
が
鍵
を
握
る
と
指
摘
し
た
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
原
子
力
な
ど
の
電
源
構
成
を
考
え
る
際
は
、
リ
ス
ク
と
便
益
を
冷
静
に
見
極
め
て
選
択
す
べ
き
だ
と
強
調
し
た
。

常
葉
大
経
営
学
部

教
授

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
環
境
経
済
研
究
所

所
長

山
本

隆
三

氏

東北エネルギー懇談会は昨年 月９日、仙台市内のホ

テルで、常葉大経営学部教授の山本隆三氏を講師に招き、

「エネルギー講演会 仙台」を開いた。同講演会は毎

回、電力などのエネルギーを巡る話題や、タイムリーな

時事問題などを解説する識者が講師を務める。2020年度

は他地域では 月に青森市でエコノミストの門倉貴史

氏、 月に新潟市で気象予報士の村山貢司氏を招いて開

催。山本氏の講演では定員を減らし、席の間隔を空ける

など十分な新型コロナウイルス感染防止対策がとられる

中、約 人が熱心に耳を傾けた。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
東
北
経
済
の
活
性
化
策
な
ど

多
彩
な
話
題
が
紹
介
さ
れ
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演

会

ｉ
ｎ

仙
台
」

日
本
の
Ｃ

排
出
量
は

年

度
で

億
３
８
０
０
万
㌧
に
な

る
が
、
こ
の
う
ち
電
力
部
門
が

４
割
。
温
暖
化
問
題
で
考
え
る

と
、
Ｃ

の
排
出
量
が
多
い
石

炭
火
力
は
悪
者
に
な
る
が
、
経

済
性
で
は
安
く
済
む
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
で
難
し
い
の
は
安
定

供
給
、
価
格
、
温
暖
化
な
ど
の

う
ち
、
一
つ
に
だ
け
焦
点
を
当

て
る
と
判
断
を
誤
る
こ
と
に
な

る
こ
と
。
今
、
温
暖
化
に
焦
点

が
当
た
り
過
ぎ
て
い
る
と
い
う

不
安
が
あ
る
。

原
子
力
発
電
所
は
発
電
段
階

で
Ｃ

を
排
出
し
な
い
の
で
、

日
本
の
原
発
が
止
ま
り
、
Ｃ

排
出
量
は
急
激
に
増
え
た
。
経

済
産
業
省
が
目
指
す
２
０
３
０

年
の
電
源
構
成
で
は
、
Ｃ

を

出
さ
な
い
原
子
力
と
再
エ
ネ
を

足
し
て

％
に
す
る
と
い
う

が
、
市
場
経
済
の
国
で
政
府
が

決
め
て
も
実
現
す
る
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
。
政
府
が
数
字
を

出
し
た
だ
け
で
、
そ
の
計
画
が

現
実
の
も
の
と
な
る
わ
け
で
は

な
い
。

世
界
全
体
の
電
源
構
成
の

％
は
依
然
と
し
て
石
炭
火
力

で
、
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
が
多

い
。
次
い
で
天
然
ガ
ス
、
水
力
、

原
子
力
。
石
炭
火
力
は
悪
者
に

な
っ
て
い
る
が
、
米
政
府
の
予

想
で
は
イ
ン
ド
や
東
南
ア
ジ
ア

で
は
石
炭
火
力
が
さ
ら
に
増
え

る
。
安
価
で
安
定
供
給
で
き
る

か
ら
だ
。
今
、
地
球
温
暖
化
防

止
対
策
を
進
め
る
観
点
か
ら
、

そ
う
い
う
国
に
お
金
を
貸
す
の

を
や
め
よ
う
と
い
う
話
も
あ
る

が
、
温
暖
化
問
題
だ
け
で
切
り

捨
て
て
い
い
も
の
か
疑
問
だ
。

主
要
国
の
Ｃ

排
出
量
を
見

る
と
米
国
は
自
動
車
部
門
が
非

常
に
多
い
。
フ
ラ
ン
ス
は
全
排

出
量
が
す
ご
く
少
な
い
が
、
こ

れ
は
電
気
の

％
を
原
子
力
で

つ
く
っ
て
い
る
か
ら
で
、
電
気

自
動
車
の
導
入
に
も
熱
心
だ
。

日
本
の
世
論
調
査
で
は
半
数

が
原
発
反
対
だ
と
い
う
。一
方
、

東
日
本
大
震
災
直
後
、
英
Ｂ
Ｂ

Ｃ
放
送
が
米
国
、
英
国
、
フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ
ツ
で
、
原
子
力
発

電
に
関
す
る
意
見
の
変
化
に
つ

い
て
行
っ
た
調
査
で
、
圧
倒
的

に
多
い
の
は
「
既
存
設
備
を
利

用
・
新
設
は
し
な
い
」だ
っ
た
。

米
国
、
英
国
で
は
震
災
後
で
も

４
割
ほ
ど
が
「
新
設
す
べ
き
」

と
し
て
い
る
。
温
暖
化
や
経
済

性
を
考
え
て
の
こ
と
だ
。

ま
た
、
世
論
調
査
は
結
果
だ

け
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
も
見

る
必
要
が
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
世

論
調
査
は
、
回
答
者
の
半
分
が

歳
以
上
、

代
は
３
％
前
後

だ
と
い
う
。
調
査
に
答
え
る
の

は
高
齢
者
が
多
い
。
原
発
に
反

対
す
る
人
は
高
齢
者
が
多
く
、

私
の
研
究
室
が
静
岡
県
で
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
再
稼
働

や
む
な
し
・
す
べ
き
」
と
い
う

回
答
は

代
が

％
で
、
年
代

が
上
が
る
ほ
ど
減
っ
て
い
く
。

代
は

％
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
回
答
者
の
６
割
が

歳

以
上
だ
っ
た
。
日
本
の
年
齢
構

成
で
修
正
す
る
と
実
は
半
数
以

上
が
再
稼
働
賛
成
に
な
る
。

原
発
に
は
い
ろ
ん
な
意
見
が

あ
る
。
日
本
の
あ
る
政
治
家
は

講
演
で
「
福
島
第
１
原
発
が
４

号
機
ま
で
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
（
炉

心
溶
融
）
し
た
ら
、
５
０
０
０

万
人
の
避
難
だ
」
と
話
し
た
。

だ
が
、
英
国
政
府
は
原
発
事
故

直
後
、
状
況
を
解
析
し
、
大
き

な
影
響
は
な
い
と
判
断
、
在
日

英
国
人
に
日
本
に
と
ど
ま
る
よ

う
一
斉
メ
ー
ル
を
送
信
し
た
。

原
発
に
は
経
済
性
や
安
定
供

給
、
気
候
変
動
対
策
な
ど
メ
リ

ッ
ト
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
時
、
そ
の

リ
ス
ク
と
便
益
を
冷
静
に
見
極

め
る
こ
と
が
重
要
だ
。

原
発
に
つ
い
て
英
国
政
府

は
、
原
子
力
に
リ
ス
ク
は
あ
る

が
、
原
子
力
を
利
用
し
な
い
リ

ス
ク
の
方
が
、
温
暖
化
な
ど
社

会
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
と
考

え
、
原
発
を
進
め
て
き
た
。
世

論
調
査
で
も
原
発
賛
成
が
反
対

の
２
倍
ほ
ど
あ
り
、
国
民
も
理

解
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
前
、
ビ
ル
・
ゲ

イ
ツ
氏
が
経
営
す
る
原
子
炉
研

究
企
業
で
研
究
者
に
話
を
聞
い

た
。
ゲ
イ
ツ
氏
は
「
再
エ
ネ
に

よ
る
温
暖
化
対
策
は
コ
ス
ト
が

膨
大
に
な
る
。
途
上
国
が
そ
ん

な
費
用
を
払
え
る
わ
け
が
な

い
。
途
上
国
も
含
め
て
各
国
は

よ
り
安
全
性
を
高
め
た
原
発
の

安
い
電
気
を
使
う
し
か
な
い
。

貧
困
と
温
暖
化
は
そ
れ
で
解
決

す
る
」と
考
え
て
い
る
と
い
う
。

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
安
全

性
を
一
層
高
め
た
上
で
地
域
社

会
の
理
解
を
得
て
、
原
発
を
活

用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
減

り
、
世
界
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

）
の
排
出
量
は
、
大
き
く
減

少
し
て
い
る
（
図
１
）
。
ま
ず

航
空
機
の
便
数
が
英
国
や
イ
タ

リ
ア
は
今
年
、
８
割
以
上
減
っ

た
。
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
供
給
量

も
減
少
し
た
。

４
月
に
は
原
油
価
格
が
瞬
間

的
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
。
マ

イ
ナ
ス
と
は
原
油
を
引
き
取
る

と
お
金
が
も
ら
え
る
と
い
う
こ

と
。
２
０
２
０
年
末
に
な
っ
て

も
原
油
の
需
要
は
戻
ら
な
い
と

い
う
の
が
米
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の

予
想
だ
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
宿
泊
、
外
食
、
観
光
の
ほ

か
、
車
の
販
売
に
も
あ
っ
た
。

欧
州
は
１
〜
９
月
で
３
割
落
ち

込
み
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
大
き
な
マ
イ

ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
。
第
２
次

世
界
大
戦
や
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の

時
に
並
ぶ
落
ち
込
み
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
で
電
力
需
要
も
３

月
下
旬
か
ら
急
速
に
減
少
し

た
。
イ
タ
リ
ア
や
英
国
は
約
３

割
減
。
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

は
温
暖
化
対
策
で
再
エ
ネ
の
比

率
を
高
め
て
き
た
。
再
エ
ネ
の

比
率
が
高
い
中
で
電
力
需
要
が

落
ち
込
む
と
、
出
力
制
御
が
必

要
と
な
る
。
４
月
に
日
本
の
家

庭
に
換
算
す
る
と
約
１
０
０
万

世
帯
分
の
再
エ
ネ
の
電
気
を
捨

て
る
こ
と
に
な
っ
た
。

逆
に
８
月

日
、
熱
波
が
来

た
時
、
午
後
５
〜
６
時
に
日
没

で
再
エ
ネ
（
太
陽
光
発
電
）
の

発
電
量
が
一
気
に
落
ち
た
。
と

こ
ろ
が
冷
房
を
止
め
る
人
は
い

な
い
。
そ
れ
で
電
力
不
足
と
な

っ
て
停
電
が
起
き
、
州
知
事
が

お
わ
び
す
る
事
態
に
な
っ
た
。

将
来
的
に
は
日
本
で
も
起
こ

り
得
る
可
能
性
が
あ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
が
暴
い
た
の
は
実
は
電
力

が
必
要
な
時
に
発
電
で
き
な
い

と
い
う
再
エ
ネ
の
弱
点
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

年
後
の
２
０
９
５
年
、
日

本
の
人
口
は
６
０
０
０
万
と
言

わ
れ
る
。人
口
減
は
特
に
東
北
、

四
国
で
全
国
に
先
駆
け
て
進
ん

で
お
り
、
東
北
各
県
の
合
計
特

殊
出
生
率
は
軒
並
み
低
水
準
に

な
っ
て
い
る
。
給
与
が
減
り
、

お
金
が
な
く
て
結
婚
し
な
い
人

が
増
え
て
い
る
た
め
だ
。

日
本
人
の
平
均
年
収
の
ピ
ー

ク
は
１
９
９
７
年
の
４
６
７
万

円
で
、
２
０
１
８
年
は
４
４
１

万
円
。
影
響
し
て
い
る
の
は
産

業
別
就
業
人
口
で
、
こ
の

年

間
、
働
い
て
い
る
人
の
数
は
変

わ
っ
て
い
な
い
が
、
産
業
別
の

就
業
人
口
が
変
わ
っ
た
。

年
代
半
ば
に
は
製
造
業
で

働
く
人
が
１
５
０
０
万
人
い
た

が
今
は
１
０
０
０
万
人
少
々
。

減
少
分
の
受
け
入
れ
先
は
医
療

・
福
祉
と
宿
泊
・
外
食
。

年

の
平
均
給
与
を
見
る
と
製
造
業

は
金
融
・
保
険
な
ど
に
次
ぐ
水

準
だ
が
、
医
療
・
福
祉
、
宿
泊

・
外
食
は
平
均
以
下
だ
。
稼
げ

る
製
造
業
が
減
れ
ば
平
均
は
下

が
る
。
そ
れ
が
結
婚
し
な
い
人

が
増
加
し
た
一
因
だ
。

製
造
業
を
ど
う
や
っ
て
復
活

さ
せ
る
の
か
。
日
本
の
原
子
力

発
電
所
の
発
電
量
の
推
移
を
見

る
と
２
０
１
０
年
は
、
全
発
電

量
の
３
割
近
く
を
占
め
て
い
た

が
年
々
減
っ
て
い
る
。
原
発
が

止
ま
っ
て
も
電
気
は
必
要
だ
か

ら
、
仕
方
な
く
高
い
石
油
や
天

然
ガ
ス
を
買
っ
て
火
力
発
電
で

原
発
の
分
を
賄
っ
た（
図
２
）。

燃
料
代
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り

電
気
代
も
上
が
っ
た
。

従
業
員

人
以
上
の
製
造
業

が
支
払
っ
た
年
間
の
電
気
代

は
、
ピ
ー
ク
の

年
度
に
は

年
度
に
比
較
し
て
１
兆
２
０
０

０
億
円
ほ
ど
増
え
た
。
電
気
代

は
年
々
上
が
っ
て
き
た
が
、
そ

の
要
因
の
一
つ
に
再
エ
ネ
の
賦

課
金
（
図
３
）
が
あ
る
。
１
㌗

時
当
た
り
２
・

円
は
大
き

い
。
製
造
業
だ
け
で
な
く
、
小

売
業
も
影
響
は
大
き
い
。
例
え

ば
高
島
屋
で
は
グ
ル
ー
プ
全
体

で
光
熱
費
が
こ
の
賦
課
金
を
含

め
て
年
間
１
０
０
億
円
を
超
え

る
。ま

た
電
気
料
金
へ
の
影
響
に

加
え
、
火
力
と
原
子
力
で
は
地

域
経
済
へ
の
波
及
効
果
で
も
違

い
が
あ
る
。
火
力
の
燃
料
費
は

大
半
が
海
外
に
出
て
行
き
、
国

内
に
と
ど
ま
る
お
金
は
あ
ま
り

な
い
。
原
子
力
は
海
外
に
出
る

燃
料
費
は
少
な
く
、
保
守
点
検

費
な
ど
国
内
に
と
ど
ま
る
お
金

が
多
い
の
で
、
経
済
面
で
の
効

果
も
大
き
い
と
言
え
る
。

(１８)２０２１年(令和３年)１月２３日(土曜日) (１８)２０２１年(令和３年)１月２３日(土曜日)
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